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特定非営利活動法人京丹後コミュニティ放送 

平成２９年 ９月期（第５５回） 番組審議会 議事録（抄） 

 

開 催 日 時 ：平成２９年 ９月１３日（水）午後 ７時３０分から ８時２５分まで 

開 催 場 所 ：京都府京丹後市峰山町丹波８２５番地の１ 

       ＮＰＯ法人京丹後コミュニティ放送 １階事務所内 

委員の出席 ：委員総数 ８名 

出席委員数 ：８名 

欠席委員数 ：無 

放送事業者 ：３名 

側出席者       

                   

 

開会 

局長から平成２９年度第３回目の番組審議会の開催宣言と出席確認の後、先に活動報告がな

された。 

その後、議長から本日の議事録署名人として、新田良文氏と櫻井祐策氏に依頼し了承が得ら

れた。 

続いて番組審議に入る。 

 

 

※番組審議 

１、議題 

「ふりちゃんのこのゆびとーまれ」 

出  演：ふりちゃん 

放 送 日：平成２９年 ９月 ８日（金） 

放送時間：午後１時～午後１時３０分 

 

説明 

 パーソナリティ自身が、初めて一人で６月から始めた番組となります。 

 まず、皆に丹後に集まってほしいということと、本人自身取材に行くことが好きなので、「丹

後のおすすめスポットコーナー」をメインとして設けています。その中で８月から第１、第３

週になりますが、「住職さんのほっこりのわ」と言うことで、久美浜町の如意寺の友松住職か

ら話をお伺いするというコーナーを新しく作りまして、「丹後のおすすめスポットコーナー」

と「住職さんのほっこりのわ」を交互にお届けするという形です。 

 今回は、ご案内させていただいた日の番組ではなく、「おすすめスポット」と「住職さんの

わ」両方の部分から抜粋してそれぞれ審議をしていただきたいと思います。 

 

番組意見 
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・住職の話は一人に限られているのですか。 

 ・とりあえず、半年お願いしました。その他にもお話していただけるかたもいらっしゃいま

すので。 

  まずは友松住職にと思い声をかけさせていただきました。友松住職も内容や話し方に関し

て悩んでおられますので、ぜひご意見をいただければと思います。 

・一人でしゃべられるのも大変なんでしょうね。住職の相棒がいてもよいのでは。 

・住職のコーナーは収録に行っておられるのですね。話さないといけないことを読み上げてい

る感じがしました。慣れておられないので、やはり相手がないとしゃべりにくのでしょうね。 

・今回丹後ミュージアムの紹介でしたが、実際の放送時間はどれくらいですか。 

 ・実質１０分位の時間になります。 

・もちろん実際にはもっと詳しく言われているのですね。 

 ・そうですね。今回の内容でしたら、実際全部体験した話、体験した子どもたちの話、館長

さんにお聞きしたことをお伝えし、皆さんに「体験してくださいね」と、お勧めしていま

す。また場所の説明等もしていますので実質１０分程度のコーナーです。 

・友松住職の話も実際もっと長いわけですね。 

 ・そうです。回によって異なりますが、実際５分だったり７分だったりです。 

・今回視聴した分は既に放送された内容ですね。 

・今回お聴きいただいた音源は、オープニング、体験コーナー、住職のお話のコーナーとも

放送日はまちまちで、コーナーは既に放送済みです。 

・子どもの夏休みの工作にと勧めておられた体験コーナーを聴いて、タイムリー的にどうかな

と思いました。 

 ・取材等に行ったらすぐにまとめて、体験したらその翌週には収録する形をとっています。 

・放送時間の１時からっていうのは、どういった層の方が聴いておられるのですか。主婦層の

方ですか。 

・１２時から１時までがお昼休憩とは限らないので、１時からの時間もお昼休憩と考えてい

ます。 

・話の調子は聞きやすいと思います。ただ細かく言うと、たんたんとしすぎてて。 

・住職もなんですが、同じ調子が続いて、こうしてきました、ああしてきました、次は、こう

しました、ああしましたって言われているんですが、あまり残らないんです。例えば「ここ

で失敗してしまったの」とか、途中でリズムを変えたりするといいんじゃないかと思ったり

するんですが。 

・わかりやすく、聞きやすいんですけど、サーって終わってしまう感じですね。 

・１人でしゃべることができる人と、そうでない人との違いが出てきているのでは。前、番組

を３人でされてる時は、３人おられましたので。 

・本人は、チャレンジ精神で臨んでいるので、６月から独り立ちし、さらにエンジニアにも

挑戦し、１人で収録していますので、まだ、しゃべりの方に集中できず、しゃべるのにも

一生懸命という所があるのかなと、思っています。 

・慣れですね。 

・掛け合いになると違うと思うんですが。 
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・リズムがでるのではないですか。 

・１人でしゃべっていると、間違えないようにしようとか考え、読むことに一生懸命になって

しまうんでしょうね。 

・話し方は聴きやすいと思います。 

・体験の説明が難しいなと感じました。聴いている人にわかりやすいような、もう少し絵が浮

かんでくる感じだといいですね。 

・番組としては、山も谷もないといけないのでは。コーナーの話を１人でしゃべるのではなく、

もう少し工夫がほしいところですね。 

 

 

以上、意見有（抜粋） 

 

 

 

審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

  特になし 

 

審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、放送及び年月日 

① 当局事務所内に掲示 

② 当局ホームページ  http://fm-tango.jp/ に掲載 

 

その他参考事項 

  特になし 


